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6
月
28
日
、
役
場
で
職
員
参
加
防
災
訓

練
（
災
害
対
策
本
部
訓
練
）
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

昨
年
度
の
防
災
訓
練
は
、
災
害
時
の
受

援
（
関
係
機
関
か
ら
応
援
を
受
け
る
）
を

テ
ー
マ
に
し
た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
大
規
模
災
害
発
生
時
に
災
害
応

急
対
策
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
併
行
し
て

実
施
す
る
べ
き
通
常
業
務
の
優
先
順
位
に

つ
い
て
、
各
班
ご
と
に
検
討
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
南
富
良
野
町
業
務
継
続
計
画
」

（
令
和
2
年
5
月
策
定
）
に
対
す
る
職
員

の
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
計
画
の
検
証

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
災
害
発
生
時
に
は
、
応
急
対
策
業
務

が
新
た
な
業
務
と
し
て
急
増
し
、
通
常
の

業
務
と
合
わ
せ
る
と
膨
大
に
な
る
こ
と
か

ら
、
あ
ら
か
じ
め
優
先
す
る
業
務
を
特
定

し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
非
常
時
で
あ
っ

て
も
必
要
な
人
員
を
有
効
に
活
用
し
、
円

滑
で
適
切
な
業
務
が
で
き
る
よ
う
に
同
計

画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
が
行
う

日
々
の
通
常
業
務
と
災
害
が
発
生
し
た
際

の
応
急
対
策
業
務
に
つ
い
て
、
ど
の
業
務

を
優
先
し
て
行
う
か
な
ど
の
検
討
を
行
い

部
署
ご
と
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
共
通
認
識
の
確
立
の
た
め
に
、
取
り

ま
と
め
た
内
容
を
各
部
署
ご
と
に
発
表
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
非
常
時
の
優
先
業

務
を
明
確
化
し
て
お
く
こ
と
で
、
有
事
の

際
に
は
、
優
先
業
務
を
集
中
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
発
災
か
ら
早
期

の
復
旧
・
復
興
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
確

認
で
き
、
職
員
の
防
災
意
識
の
高
揚
も
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
各
種
防
災
訓
練
を
職
員
や
町

民
皆
さ
ま
の
参
加
も
得
な
が
ら
、
今
後
も

継
続
し
て
い
き
、
町
と
し
て
の
防
災
力
を

高
め
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。　

令
和
６
年
度

　
町
職
員
参
加
防
災
訓
練

令
和
６
年
度

　
町
職
員
参
加
防
災
訓
練

有
事
の
際
に
備
え
て

有
事
の
際
に
備
え
て

南
富
良
野
町
鉱
業
振
興
会
と

南
富
良
野
町
鉱
業
振
興
会
と

　
　
　
　
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た

　
　
　
　
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た

　

6
月
26
日
、
王
子
木
材
緑
化
株
式
会
社

鹿
越
鉱
業
所
、
北
海
道
農
材
工
業
株
式
会

社
東
鹿
越
石
灰
砿
業
所
及
び
日
鉄
鉱
業
株

式
会
社
東
鹿
越
鉱
業
所
3
社
か
ら
な
る
鉱

業
振
興
会
と
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
、
各

社
2
名
と
町
長
、
町
担
当
職
員
3
名
の
計

10
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
１
「
工
業
地
区
内
の
Ｊ
Ｒ
廃
線

跡
地
の
活
用
・
今
後
の
処
理
に
つ
い
て
」

で
は
、
本
年
3
月
末
で
廃
線
と
な
っ
た
根

室
本
線
（
富
良
野
～
新
得
間
）
の
線
路
や

橋
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
今
後
の
撤
去

計
画
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
テ
ー
マ
2
「
旧
東
鹿
越
小
学
校
の
活

用
に
つ
い
て
」
で
は
、
本
町
に
は
、
湖
、

林
道
及
び
ス
キ
ー
場
な
ど
、
多
様
な
環
境

が
整
っ
て
い
る
た
め
、
自
衛
隊
員
の
訓
練

の
支
援
施
設
と
し
て
提
供
し
て
い
る
こ
と

を
説
明
後
、
今
後
も
全
道
の
陸
上
自
衛
隊

に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
か
ら
周
囲

の
鉱
業
振
興
会
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
3
「
幾

寅
鹿
越
線
の
舗
装
工
事
に
関
す
る
情
報
提

供
に
つ
い
て
」
で
は
、
幾
寅
鹿
越
線
の
舗

装
工
事
を
8
月
か
ら
予
定
し
て
い
る
た
め
、

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
ワ
カ
サ
ギ
釣

り
の
観
光
客
に
よ
り
、
工
場
付
近
へ
の
違

法
駐
車
が
増
え
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
の

妨
げ
に
な
る
の
で
駐
車
場
を
増
や
す
な
ど

の
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。」
と
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
町
民
の
声
を
大
切
に
、
思
い

を
共
有
し
、
一
緒
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
の

「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
車
座
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
ご
希
望
の
方
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
役
場
企
画
課
企
画
振
興

係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▲
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ



33 広報みなみふらの No.821

　

6
月
29
日
、
富
良
野
沿
線
の
交
通
安
全

指
導
員
が
一
堂
に
集
ま
り
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
み
な
く
る
で
富
良
野
地
方
交
通
安

全
指
導
員
連
絡
協
議
会
主
催
（
廣
瀬
寛
人 

会
長
）
の
富
良
野
沿
線
交
通
安
全
指
導
員

合
同
研
修
会
及
び
Ｓ
Ｓ
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
良
野
警
察
署 

野
原
寿
永 
署
長
は
、

「
6
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
人
身
事
故
が

急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。
外
国
人
旅
行

客
の
一
時
停
止
を
無
視
し
た
交
差
点
で
の

事
故
や
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
増
え
る
レ
ン

タ
カ
ー
や
バ
イ
ク
の
交
通
事
故
に
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
増
え
て
い
る

S
N
S
を
介
し
て
の
特
殊
詐
欺
に
つ
い

て
も
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
交
通
事
故
の
注
意
喚
起

に
よ
る
映
像
を
上
映
し
た
後
、
富
良
野
警

察
署 

尾
谷
強 
交
通
課
長
か
ら
交
通
安
全

の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
話
の
中
で

は
、
富
良
野
管
内
で
の
交
通
事
故
発
生
状

況
や
レ
ン
タ
カ
ー
と
外
国
人
旅
行
者
の
交

通
事
故
対
策
の
内
容
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
転
車
や
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
（
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
）
の
交
通

事
故
も
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
自
転
車
に
乗
る
際
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
は
、
参
加
者
約
50
名
全
員
が

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
み
な
く
る
前
の
国
道

沿
い
で
、
交
通
安
全
の
旗
を
持
ち
通
過
す

る
車
両
に
交
通
安
全
の
啓
発
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

富
良
野
沿
線
交
通
安
全
指
導
員

富
良
野
沿
線
交
通
安
全
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
同
研
修
会
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
同
研
修
会
を
実
施

　

6
月
26
日
、
王
子
木
材
緑
化
株
式
会
社

鹿
越
鉱
業
所
、
北
海
道
農
材
工
業
株
式
会

社
東
鹿
越
石
灰
砿
業
所
及
び
日
鉄
鉱
業
株

式
会
社
東
鹿
越
鉱
業
所
3
社
か
ら
な
る
鉱

業
振
興
会
と
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
、
各

社
2
名
と
町
長
、
町
担
当
職
員
3
名
の
計

10
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
１
「
工
業
地
区
内
の
Ｊ
Ｒ
廃
線

跡
地
の
活
用
・
今
後
の
処
理
に
つ
い
て
」

で
は
、
本
年
3
月
末
で
廃
線
と
な
っ
た
根

室
本
線
（
富
良
野
～
新
得
間
）
の
線
路
や

橋
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
今
後
の
撤
去

計
画
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
テ
ー
マ
2
「
旧
東
鹿
越
小
学
校
の
活

用
に
つ
い
て
」
で
は
、
本
町
に
は
、
湖
、

林
道
及
び
ス
キ
ー
場
な
ど
、
多
様
な
環
境

が
整
っ
て
い
る
た
め
、
自
衛
隊
員
の
訓
練

の
支
援
施
設
と
し
て
提
供
し
て
い
る
こ
と

令
和
６
年
度

　
南
富
良
野
消
防
総
合
演
習

令
和
６
年
度

　
南
富
良
野
消
防
総
合
演
習

消
防
と
自
衛
隊
の
連
携
を
強
化

消
防
と
自
衛
隊
の
連
携
を
強
化

　

令
和
6
年
度
富
良
野
広
域
連
合
南
富

良
野
消
防
総
合
演
習
が
7
月
7
日
に
開

催
さ
れ
、
消
防
職
員
と
消
防
団
員
、
特

別
参
加
の
陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯

地
第
14
施
設
群
の
隊
員
な
ど
合
わ
せ
て

約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
の
た
め
、
南
富

良
野
小
学
校
体
育
館
で
開
閉
会
式
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
本
町
の
防
災
対
応
は
、
上

富
良
野
駐
屯
地
第
１
３
１
特
科
大
隊
で

し
た
が
、
部
隊
改
編
に
よ
り
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
建
築
土

木
の
資
器
材
を
用
い
て
活
動
す
る
第
14

施
設
群
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

正
午
に
は
、
第
14
施
設
群
に
よ
る
一
度

に
50
人
分
の
主
食
と
副
食
を
同
時
に
約
45

分
以
内
で
調
理
で
き
る
野
外
炊
具
を
用
い

て
の
「
野
外
炊
き
出
し
訓
練
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
配
膳
に
は
、
幾
寅
婦
人
会
防
火

ク
ラ
ブ
（
後
藤
治
子 

会
長
）
と
南
富
良

野
町
商
工
会
女
性
部
防
火
ク
ラ
ブ
（
北
谷

み
ど
り 

部
長
）
の
協
力
の
も
と
、
来
場

し
た
町
民
や
団
員
、
関
係
者
に
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
１
８
０
食
が
、
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
時
の
挨
拶
で
、
河
端
純
一
第
14
施

設
群
長
は
「
こ
れ
ま
で
南
富
良
野
町
と
第

１
３
１
特
科
大
隊
が
築
い
た
関
係
を
引
き

継
ぎ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
係
・
連
携
強

化
を
図
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
藤
博
消
防
団

長
は
、「
こ
れ
ま
で
の
訓
練
を
継
続
し
て

励
ん
で
も
ら
い
、
有
事
の
際
は
最
善
を
尽

く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
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南富良野高等学校「学校祭」南富良野高等学校「学校祭」

　南富良野高等学校（永谷哲治	校長）では、7月 5日（金）・6日（土）に第 58回学校祭が開催されました。
　1日目は、生徒会企画による「お絵かきクイズ」や謎解きをしながら行う「脱出ゲーム」を行った後、
体育館で生徒たちが企画から制作まで行った「ヨーヨー釣り」「かたぬき」「射的」「お化け屋敷」の縁
日が行われました。2日目は体育館で、生徒や一般の方が見守るなか、吹奏楽部発表会、生徒有志によ
るステージ発表、各グループによるパフォーマンス、合唱発表、夜には、流しそうめんや生徒が誰かに
伝えたい思いのたけを叫ぶ「未成年の主張」、恒例の打ち上げ花火が行われました。また、PTAや町民
有志による焼鳥・焼きそばなどのバザーも行われ、お祭り気分をさらに盛り上げていました。
　パフォーマンスの披露や合唱発表など生徒全員が一丸となって取り組み、一人ひとり輝いていました。

合唱発表合唱発表

縁日「射的」縁日「射的」

吹奏楽部発表会吹奏楽部発表会

パフォーマンス披露パフォーマンス披露パフォーマンス披露パフォーマンス披露 生徒有志による発表生徒有志による発表

打ち上げ花火打ち上げ花火 未成年の主張未成年の主張 流しそうめん流しそうめん
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令和６年７月３日の「新紙幣」発行に伴う、令和６年７月３日の「新紙幣」発行に伴う、

詐欺にご注意ください !詐欺にご注意ください !
「新紙幣」発行に便乗した詐欺に注意しましょう。「新紙幣」発行に便乗した詐欺に注意しましょう。

旧紙幣が
使えなくなります

紙幣の交換に
うかがいます

○新紙幣が発行されても、旧紙幣が使え
　なくなることはありません
○新紙幣の交換のために係の者がご自宅
　に伺うことはありません
〇まずは、警察相談専用ダイヤル
　「＃９１１０」に相談しましょう

８月 26 日は「火山防災の日」です
　気象庁では、多くの方に火山のことを正しく知って火山災害に備えていただけるよう「火山防災
の日」特設サイトを開設しました。令和 6年 6月現在、十勝岳、大雪山の噴火警戒レベルは１で、
直ちに噴火に結びつく兆候はありませんが、噴火はいつ発生するかわかりません。
　「火山防災の日」をきっかけに火山への理解を深め、火山災害の発生に備えましょう。

▼最新の噴火警戒レベルはこちらから
　https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#7/43.118/142.69/&contents=volcano
▼「火山防災の日」特設サイト（気象庁ホームページ）
　https://www.data.jma.go.jp/vois/data/tokyo/kazanbosai/index.html

●お問い合わせ先　旭川地方気象台　☎ 0166 － 32 － 7102
　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

噴火警戒レベルサイト▶

旭川地方気象台ホームページ▶
「火山防災の日」▶
特設サイト
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「
友
好
の
町
」
沖
縄
県
本
部
町
と
の
間
で
平
成
３

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
親
善
交
流
事
業
は
今
年
で

32
回
目
を
迎
え
、「
南
の
国
の
真
夏
に
挑
む
体
験
の

旅
」
と
し
て
、
６
月
24
日
か
ら
28
日
ま
で
の
4
泊

5
日
の
日
程
で
、
南
富
良
野
町
親
善
交
流
団
（
南

富
良
野
小
学
校
6
年
生
児
童
15
名
・
南
富
良
野
西

小
学
校
6
年
生
児
童
3
名
・
随
行
6
名
）
が
本
部

町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

6
月
24
日
早
朝
に
本
町
を
出
発
し
た
交
流
団
一

行
は
、
新
千
歳
空
港
か
ら
羽
田
空
港
経
由
の
便
で

沖
縄
に
向
か
い
、
午
後
5
時
過
ぎ
に
本
部
町
に
到

着
し
ま
し
た
。
夕
食
歓
迎
会
で
は
熱
烈
な
歓
迎
を

受
け
、
自
己
紹
介
や
体
験
の
旅
で
の
抱
負
、
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
を
元
気
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
本
部
町
小
学
校
児
童
と
の
交
流
学

習
を
は
じ
め
、
琉
球
文
化
を
知
る
た
め
シ
ー
サ
ー

作
り
や
藍
染
体
験
、
三
線
体
験
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト

な
ど
の
マ
リ
ン
体
験
な
ど
様
々
な
体
験
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

3
日
目
は
、
児
童
た
ち
が
一
番
楽
し
み
に
し
て

い
た
美ち
ゅ

ら
海う
み

水
族
館
の
見
学
や
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
本
部
町
の
海
で

存
分
に
楽
し
ん
だ
後
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
家
族

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

4
日
目
は
、
本
部
町
を
離
れ
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔

や
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
な
ど
を
訪
れ
、
戦
争

の
歴
史
や
毎
日
を
平
和
に
過
ご
せ
る
尊
さ
を
学
び

ま
し
た
。
そ
の
後
、
那
覇
国
際
通
り
を
見
学
し
、

各
々
お
土
産
を
購
入
し
ま
し
た
。

　　

最
終
日
は
、「
ゆ
い
レ
ー
ル
」
の
乗
車
体
験
を
行

い
、
那
覇
空
港
で
出
会
っ
た
友
達
の
お
別
れ
や
今

回
の
旅
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
、
親
善
交
流
団
全
員
が
元
気
に
帰
町
し

ま
し
た
。

　

7
月
16
日
役
場
で
行
わ
れ
た
解
団
式
で
は
、
児

童
一
人
ひ
と
り
か
ら
感
想
発
表
が
あ
り
、
美ち
ゅ

ら
海う
み

水
族
館
で
マ
ン
タ
の
エ
サ
や
り
や
大
き
さ
に
感
動

し
た
こ
と
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
最
初
は
緊
張
し

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を

知
り
平
和
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
、
今
回
の
旅

で
団
体
行
動
力
が
つ
け
れ
た
の
で
今
後
の
学
校
生

活
に
活
か
し
た
い
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

　
本
部
町
・
南
富
良
野
町
親
善
交
流
事
業

令
和
６
年
度

　
本
部
町
・
南
富
良
野
町
親
善
交
流
事
業

南

の

国

の

真

夏

に

挑

む

体

験

の

旅

南

の

国

の

真

夏

に

挑

む

体

験

の

旅

　
「
初
め
て
の
暑
い
沖
縄
」

　
　
　
　
　
　

南
富
良
野
小
学
校

伊
藤　

心
那

　

　

1
日
目
、
沖
縄
に
着
い
た
と

た
ん
凄
く
暑
く
、
す
ぐ
に
汗
を

か
き
ま
し
た
。
暑
い
中
バ
ス
で

役
場
に
行
く
と
色
ん
な
人
が
迎

え
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
夕
食

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
く
友

達
と
食
べ
、
よ
さ
こ
い
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、シ
ー
サ
ー
を
作
っ

た
後
、
本
部
小
学
校
に
行
き
、

南
富
良
野
の
魅
力
を
紹
介
し
ま

し
た
。
午
後
は
、
色
々
な
体
験

を
し
ま
し
た
。
一
番
楽
し
か
っ

た
こ
と
は
三
線
体
験
で
す
。
音

の
出
方
が
綺
麗
で
、
み
ん
な
で

合
わ
せ
れ
ば
合
わ
せ
る
ほ
ど
綺

麗
な
音
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

3
日
目
は
、
美
ら
海
水
族
館
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
五
日
間

で
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
沖
縄

で
し
か
見
ら
れ
な
い
生
き
物
を
見

た
り
、
大
き
な
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
、

マ
ン
タ
を
近
く
で
見
ら
れ
た
り
で

き
た
か
ら
で
す
。
も
う
一
つ
、
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
で
す
。
見
る
の
は

2
回
目
で
す
が
、
４
、５
匹
で

や
る
の
は
初
め
て
で
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
凄
い
物
を
見
せ
て

く
れ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
後
は

ご
飯
を
食
べ
ま
し
た
。
初
め
て

海
ブ
ド
ウ
を
食
べ
ま
し
た
。「
ハ

ナ
サ
キ
マ
ル
シ
ェ
」
で
買
い
物

を
し
ま
し
た
。
沖
縄
の
食
べ
物

を
、
お
土
産
で
買
っ
た
り
沖
縄

限
定
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
お
揃

い
で
買
っ
た
り
お
土
産
を
買
っ

た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
、
博
物
館
に
行
き
ま
し

た
。
昔
の
沖
縄
の
人
達
の
暮
ら

し
方
な
ど
学
び
ま
し
た
。
一
つ

だ
け
違
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
服
の
素
材
が
違
い
、
風
が

通
る
よ
う
に
、粗
い
布
地
を
使
っ

て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の
夜
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
と
焼
き

肉
を
し
て
花
火
を
し
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
く
素
敵
な
思
い
出

を
つ
く
れ
ま
し
た
。

　

4
日
目
は
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔

本部町に到着本部町に到着
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と
平
和
祈
念
資
料
館
に
行
き
戦

争
に
つ
い
て
学
ん
で
来
ま
し
た
。

午
後
は
、
国
際
通
り
で
買
い
物

を
し
ま
し
た
。
南
富
良
野
で
は

買
え
な
い
物
を
買
っ
た
り
、
お

土
産
を
買
っ
た
り
色
々
な
お
店

を
ま
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
る
店
の
店
主
が
、
ハ

ブ
の
卵
と
書
い
た
袋
を
持
た
さ

れ
中
身
を
見
て
み
る
と
仕
掛
け

が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。び
っ

く
り
し
た
け
ど
面
白
か
っ
た
で

す
。
最
後
は
、
女
子
全
員
で
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。
時
間
が
無

く
急
い
で
撮
り
ま
し
た
。

　

沖
縄
に
い
て
楽
し
か
っ
た
事

は
三
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
焼
き
肉
で
す
。

二
日
目
の
晩
ご
飯
で
、
食
べ
ま

し
た
。
六
年
全
員
で
焼
き
肉
を

し
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

初
め
て
ゴ
ー
ヤ
を
食
べ
ま
し
た
。

凄
く
苦
か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー

で
す
。
運
動
会
の
よ
う
に
、
得

意
な
事
で
対
決
し
て
い
ま
し
た
。

お
互
い
頑
張
っ
て
い
て
可
愛

か
っ
た
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
美
ら
海
水
族
館

で
す
。
マ
ン
タ
の
餌
や
り
を
見

た
り
、
黒
潮
探
検
で
上
か
ら
ジ

ン
ベ
イ
ザ
メ
を
見
ら
れ
た
り
し

て
い
つ
も
は
出
来
な
い
事
を
体

験
出
来
た
か
ら
で
す
。

　

短
い
間
だ
っ
た
け
ど
、
素
敵

な
思
い
出
が
何
個
も
で
き
ま
し

た
。
ま
た
行
き
た
い
で
す
。

「
思
い
出
た
く
さ
ん
南
の
国
の
真
夏
」

　
　
　
　
　
　

南
富
良
野
小
学
校

大
浦　

春
馬

　

僕
の
「
南
の
国
の
真
夏
に
挑

む
体
験
の
旅
」
で
の
思
い
出
は
、

七
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
歓
迎
会
の
食
事

の
こ
と
で
す
。
沖
縄
の
料
理
や

フ
ル
ー
ツ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
い
ざ
食
べ
て
み
る
と
、

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

特
に
お
い
し
か
っ
た
食
べ
物
は
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
と
い
う

フ
ル
ー
ツ
で
す
。
見
た
目
と
味

が
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
シ
ー
サ
ー
作
り

で
す
。
シ
ー
サ
ー
を
見
た
こ
と

は
あ
る
け
ど
、
作
っ
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
上
手
に
作
れ
る
か

不
安
で
し
た
。
い
ざ
作
っ
て
み

る
と
、
意
外
と
上
手
に
作
れ
ま

し
た
。
特
に
難
し
か
っ
た
所
は
、

顔
で
す
。
口
の
大
き
さ
が
難
し

か
っ
た
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
藍
染
め
体
験
で

す
。
初
め
て
の
藍
染
め
だ
っ
た

の
で
、「
ど
う
や
っ
て
や
る
の
か

な
」
と
思
い
ま
し
た
。
や
っ
て

み
る
と
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

四
つ
目
は
、
先
生
や
沖
縄
の

人
な
ど
、
み
ん
な
で
焼
き
肉
を

し
た
こ
と
で
す
。
友
達
み
ん
な

と
食
べ
る
焼
き
肉
は
、
最
高
で

し
た
。
も
う
一
回
や
り
た
い
で

す
。

　

五
つ
目
は
、
海
の
こ
と
で
す
。

海
に
入
る
の
は
久
し
ぶ
り
だ
っ

た
の
で
、
と
て
も
わ
く
わ
く
し

ま
し
た
。
海
に
入
っ
て
み
る
と
、

と
て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
に
乗
り
ま
し
た
。

波
で
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
が
揺
れ
て

い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

六
つ
目
は
、
美
ら
海
水
族
館

の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
で
す
。
初
め

て
見
た
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
は
、
と

て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
と
て

も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。「
ジ
ン

ベ
イ
ザ
メ
と
て
も
か
わ
い
い
」

と
思
い
ま
し
た
。

　

七
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
前
の

時
間
は
、
体
調
が
悪
か
っ
た
の

で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
け
る

か
心
配
で
し
た
が
、元
気
に
な
っ

た
の
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行

け
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
引
渡
し
式
が
終
わ
る

と
、
す
ぐ
に
着
替
え
て
、
港
に

向
か
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
港

に
行
く
と
、
安
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

桔
平
と
公
平
も
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
み
ん
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
て
、
船
に
乗
り
、
沖
へ

行
き
ま
し
た
。「
ザ
バ
ー
ン
」
と

波
の
音
が
し
ま
し
た
。
と
て
も
気

持
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。
水
深

7
メ
ー
ト
ル
の
所
に
着
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
船
が
止
ま
り
ま

し
た
。
少
し
ド
キ
ド
キ
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
け
い
し
ょ
う
君

が
海
に
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
あ
～
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ぼ
く
た
ち
も
海
に
飛
び

込
み
ま
し
た
。
と
っ
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
夕
日
と
と
も
に
飛

び
込
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。
と
て

も
最
高
で
し
た
。
夜
は
、
し
っ

か
り
寝
ま
し
た
。

　

沖
縄
に
行
っ
て
学
ん
だ
こ
と

は
、
戦
争
で
の
出
来
事
に
つ
い

て
知
れ
ま
し
た
。
と
て
も
い
い

体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 南富良野小学校はYOSAKOIを披南富良野小学校はYOSAKOIを披露露

西小ソーランを披露西小ソーランを披露

歓迎夕食会歓迎夕食会
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「
沖
縄
の
思
い
出
」

　
　
　
　
　
　

南
富
良
野
小
学
校

久
保
田　

夢
咲

　

　

私
が
沖
縄
で
楽
し
か
っ
た
こ

と
は
六
個
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
飛
行
機
で
す
。

飛
行
機
に
乗
る
の
は
沖
縄
が
初

め
て
だ
っ
た
の
で
と
て
も
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
し
た
。
実
際
に
乗
っ

て
み
た
ら
離
陸
と
着
陸
の
時
の

振
動
が
す
ご
い
の
で
酔
う
人
は

事
前
に
酔
い
止
め
を
飲
ん
で
お

く
と
い
い
で
す
。
飛
行
機
に
は

テ
レ
ビ
と
イ
ヤ
ホ
ン
が
一
席
ず

つ
、
つ
い
て
い
る
の
で
暇
つ
ぶ

し
に
丁
度
い
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト

で
す
。
初
め
て
の
海
と
初
の
バ

ナ
ナ
ボ
ー
ト
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
。
実
際
に
乗
っ
て
み
た
ら

風
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、も
う
ち
ょ
っ
と
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
て
も
大
丈
夫
そ
う

だ
っ
た
の
で
玲
美
ち
ゃ
ん
に「
も

う
ち
ょ
っ
と
ス
ピ
ー
ド
上
げ
て

も
い
け
る
？
」
と
聞
い
た
ら
「
余

裕
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
上

げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
た

ら
、
水
し
ぶ
き
が
た
く
さ
ん
か

か
っ
た
し
、
波
で
ボ
ー
ト
が
飛

ん
だ
の
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

三
つ
目
は
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー

で
す
。
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
は
運
動

会
の
よ
う
に
白
組
紅
組
に
分
か

れ
て
戦
っ
て
い
ま
し
た
。
競
技

は
誰
が
一
番
高
く
飛
べ
る
か
、

ダ
ン
ス
の
二
つ
の
種
目
で
す
。

一
戦
目
は
白
組
の
勝
ち
で
、
二

戦
目
も
白
組
の
勝
利
で
、
三
回

戦
目
も
白
組
の
勝
利
で
結
果
圧

倒
的
に
白
組
の
勝
ち
で
し
た
。

私
は
一
番
後
ろ
の
席
で
あ
ま
り

見
え
な
か
っ
た
け
ど
迫
力
満
点

で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

四
つ
目
は
、
遊
泳
で
す
。
遊

泳
と
は
、
水
上
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

の
こ
と
で
す
。水
上
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
の
と
こ
ろ
の
遊
具
は
滑
り
台
、

タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
、
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
、
シ
ー
ソ
ー
の
４
つ
で
し

た
。そ
の
中
で
も
一
番
楽
し
か
っ

た
の
が
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
と
滑

り
台
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

合
わ
せ
な
い
と
変
な
方
向
に
飛

ん
で
く
し
、
転
ぶ
か
ら
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
滑
り
台
は
、

滑
っ
て
降
り
る
と
き
に
飛
ぶ
の

が
楽
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

五
つ
目
は
、
国
際
通
り
で
す
。

国
際
通
り
で
は
飲
み
歩
き
と
食

べ
歩
き
が
で
き
る
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
の
で
い
い
と
思
い

ま
し
た
。
夜
に
な
る
と
看
板
が

光
っ
た
り
し
て
い
て
と
て
も
綺

麗
で
し
た
。

　

沖
縄
で
は
夜
も
暑
つ
く
、
こ

の
５
日
間
で
た
く
さ
ん
の
い
ろ

ん
な
体
験
が
で
き
た
し
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
学
べ
た
の
で
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
沖
縄
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
」

　
　
　
　
　
　

南
富
良
野
小
学
校

小
林　

慶
大

　

　

僕
が
沖
縄
で
学
ん
だ
こ
と
楽

し
か
っ
た
事
は
、
四
つ
あ
り
ま

す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
戦
争
に
つ

い
て
で
す
。
戦
争
が
ど
ん
な
に

苦
し
か
っ
た
か
、
ど
ん
な
に
つ

ら
か
っ
た
か
を
よ
く
考
え
て
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

戦
争
は
決
し
て
良
く
な
い
こ
と

と
い
う
学
徒
隊
の
人
々
の
思
い

を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

次
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、

美
ら
海
水
族
館
に
行
っ
た
こ
と

で
す
。
子
供
心
が
そ
そ
ら
れ
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
特

に
マ
ン
タ
の
餌
や
り
や
イ
ル
カ

シ
ョ
ー
が
面
白
か
っ
た
で
す
。

マ
ン
タ
の
餌
や
り
は
、
普
段

遅
い
マ
ン
タ
が
、
餌
が
来
た
時

は
す
ご
く
速
く
な
る
の
が
面
白

か
っ
た
で
す
。
そ
の
水
槽
に
は
、

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
タ
が
い
て
か
っ

こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
や
、
あ
の

ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド
シ
ャ
ー
ク
な

ど
、
色
々
な
生
き
物
が
い
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
と
、
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
は
迫
力
が
す
ご

か
っ
た
で
す
。
イ
ル
カ
シ
ョ
ー

の
最
後
に
は
、
イ
ル
カ
が
輝
い

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
最
高

に
す
ご
い
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
で
し

た
。
そ
の
あ
と
も
ワ
ク
ワ
ク
が

止
ま
ら
な
く
て
楽
し
い
水
族
館

の
旅
で
し
た
。
そ
の
後
に
海
邦

丸
へ
行
っ
て
、
美
味
し
い
い
く

ら
丼
を
食
べ
ま
し
た
。

　

次
に
楽
し
か
っ
た
事
は
、シ
ー

サ
ー
作
り
で
す
。
シ
ー
サ
ー
作

り
は
思
っ
て
い
た
よ
り
難
し
く

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
作
る

と
き
に
、
口
の
太
さ
や
た
て
が

み
の
ふ
さ
ふ
さ
感
を
意
識
し
な

が
ら
一
生
懸
命
作
り
ま
し
た
。

皆
の
集
中
力
が
す
ご
く
て
驚
き

ま
し
た
。
僕
は
や
っ
て
い
く
た

び
に
、
集
中
力
が
切
れ
て
も
う

駄
目
だ
と
思
い
な
が
ら
、
シ
ー

サ
ー
の
顔
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

シ
ー
サ
ー
作
り
を
終
え
て
、
皆

の
作
品
を
見
る
と
、
一
生
懸
命

や
っ
た
と
い
う
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
楽
し
か
っ
た
こ

と
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。

初
め
て
会
っ
て
緊
張
し
た
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
け
ど
、
上
手
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
つ

シーサー作り体験シーサー作り体験

小学校学習交流会小学校学習交流会
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つ
、
初
め
て
の
水
牛
車
に
乗
り

ま
し
た
。
最
初
は
そ
ん
な
に
速

く
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
乗
っ
た
ら
意
外
と

速
く
て
驚
き
ま
し
た
。
次
に
、

海
に
行
っ
て
、
目
一
杯
遊
ん
で

家
に
帰
り
ま
し
た
。
夜
ご
飯
は
、

タ
コ
ラ
イ
ス
と
沖
縄
そ
ば
で
と

て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
い

つ
の
間
に
か
皆
と
馴
染
ん
で
い

ま
し
た

　

気
づ
い
た
ら
朝
に
な
っ
て
い

て
驚
き
ま
し
た
。
最
後
の
お
別

れ
は
悲
し
か
っ
た
け
ど
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

僕
は
、
こ
の
旅
で
十
分
前
行

動
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
態
度

な
ど
に
気
を
付
け
て
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
文
化
を

学
び
、
知
恵
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「
本
部
町
の
思
い
出
」

　
　
　
　
　
　

南
富
良
野
小
学
校

堀
井　

海
音

　

6
月
24
日
～
6
月
28
日
ま
で
、

本
部
町
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

　

1
日
目
は
、
5
時
に
学
校
を

出
発
し
て
、
8
時
45
分
の
飛
行

機
に
乗
り
ま
し
た
。
那
覇
空
港

に
着
く
と
、
と
っ
て
も
暑
か
っ

た
で
す
。
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
自

己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ 

を
披
露
し
ま

し
た
。
上
手
に
で
き
て
、よ
か
っ

た
で
す
。

　

2
日
目
は
、
シ
ー
サ
ー
作
り

を
し
ま
し
た
。
黄
土
色
の
色
を

塗
り
ま
し
た
。
完
成
が
楽
し
み

で
す
。
そ
の
あ
と
、
本
部
小
学

校
に
行
き
ま
し
た
。
南
富
良
野

町
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。
マ
リ

ン
体
験
で
は
、
プ
ー
ル
に
入
っ

て
泳
ぎ
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
は
、
肉
と
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
と
、

ご
飯
を
た
べ
ま
し
た
。
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

　

3
日
目
は
、
美
ら
海
水
族
館

に
行
き
ま
し
た
。
ジ
ン
ベ
エ
ザ

メ
と
、
魚
を
見
ま
し
た
。
大
き

く
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
熱
帯
魚
の
ぬ
い
ぐ
る
み

を
買
い
ま
し
た
。
お
昼
ご
飯
は
、

い
く
ら
丼
を
た
べ
ま
し
た
。
美
味

し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
あ
と
は
、

水
遊
び
を
し
ま
し
た
。
気
持
ち

よ
か
っ
た
で
す
。　

　

4
日
目
は
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔

と
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館

に
行
き
ま
し
た
。
見
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
の

あ
と
は
、
沖
縄
国
際
通
り
に
い

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
買
い
物

を
し
ま
し
た
。
お
昼
に
食
べ
た

み
か
ん
が
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

5
日
目
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
で

朝
ご
飯
を
食
べ
ま
し
た
。
ウ
イ

ン
ナ
ー
と
、
み
か
ん
と
、
ご
飯

が
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
ゆ
い
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
、

那
覇
空
港
に
向
か
い
ま
し
た
。

ゆ
い
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
い
る
途

中
に
街
が
見
え
て
、
き
れ
い
で

し
た
。
そ
し
て
、
10
時
に
那
覇

空
港
を
出
発
し
ま
し
た
。
千
歳

空
港
に
つ
い
て
か
ら
は
、
バ
ス

に
乗
っ
て
、
南
富
良
野
町
に
向

か
い
ま
し
た
。
南
富
良
野
町
に

無
事
に
着
い
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

本
部
町
で
の
一
番
の
思
い
出

は
、
泳
い
だ
こ
と
で
す
。
と
て

も
暑
か
っ
た
け
ど
、
気
持
ち
よ

か
っ
た
で
す
。

「
初
め
て
の
道
外
沖
縄
旅
行
」

　
　
　
　
　
　

南
富
良
野
小
学
校

由
利　

健
人

　
「
あ
あ
、
楽
し
か
っ
た
。」

　

こ
れ
か
ら
僕
が
沖
縄
に
行
っ

て
心
に
残
っ
た
こ
と
や
驚
い
た

こ
と
が
、
五
つ
あ
る
の
で
紹
介

し
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
が
、
飛
行
機
に

乗
っ
た
こ
と
で
す
。
僕
は
、
人

生
で
初
め
て
飛
行
機
に
乗
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
飛
行
機
は
、

と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
最
初
の

う
ち
は
ゆ
っ
く
り
で
、
早
く
動

か
な
い
か
な
と
内
心
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
離

陸
態
勢
に
な
り
、
動
く
と
時
速

約
３
６
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
書

い
て
い
ま
し
た
）
で
走
り
出
し

た
の
で
す
。
飛
行
機
の
中
は
、

体
が
後
ろ
に
倒
れ
る
ほ
ど
の
猛

ス
ピ
ー
ド
で
と
て
も
す
ご
か
っ

た
で
す
。
着
陸
態
勢
で
は
、
下

に
下
が
る
の
で
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
み
た
い
な
感
じ
で
し
た
。

　

次
に
グ
ル
メ
の
事
で
す
。
沖

縄
に
は
北
海
道
に
も
あ
る
グ
ル

メ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
北
海
道

に
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
グ
ル

メ
も
あ
り
ま
し
た
。ゴ
ー
ヤ
チ
ャ

ン
プ
ル
ー
や
沖
縄
そ
ば
、
ソ
ー

キ
そ
ば
、
ラ
フ
テ
ー
、
サ
ー
タ
ー

ア
ン
ダ
ギ
ー
、
タ
コ
ラ
イ
ス
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ル
ア
イ
ス
、
ソ
ー

メ
ン
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
、
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
ど
の
、
北
海
道
に
は
、

な
さ
そ
う
な
ご
当
地
グ
ル
メ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
僕
が
一
番
好
き

だ
っ
た
の
が
沖
縄
そ
ば
で
す
。

沖
縄
そ
ば
に
は
、
北
海
道
と
は

違
う
そ
ば
で
平
べ
っ
た
い
う
ど

ん
み
た
い
な
感
じ
で
、
そ
ば
の

苦
手
な
僕
で
も
、
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

4
日
目
の
夕
食
で
、
サ
ム
ズ

セ
ー
ラ
ー
イ
ン
と
言
う
と
こ
ろ

で
食
べ
た
ス
テ
ー
キ
が
と
て
も

お
い
し
く
、
今
で
も
味
が
忘
れ

ら
れ
な
く
、
口
の
中
で
と
ろ
け

る
ほ
ど
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
家

藍染体験藍染体験

バナナボートを楽しみましたバナナボートを楽しみました
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族
の
皆
さ
ん
と
他
の
ご
家
族
の

方
と
み
ん
な
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
ま
し
た
。
ご
家
族
の
方
と

ご
飯
を
食
べ
ら
れ
て
嬉
し
か
っ

た
し
、
む
ー
ち
ー
（
お
も
ち
）

を
作
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
楽

し
い
時
間
で
し
た
。
し
か
も
、

他
の
友
達
が
、
さ
ん
橋
か
ら
海

に
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
て
い
て
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。
僕
も
他
の

友
達
に
誘
わ
れ
て
、
私
服
に
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
付
け
て
飛

び
込
み
を
し
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
く
て
一
度
始
め
た
ら
や
め

ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

夜
は
他
の
ご
家
族
の
方
と
一

緒
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
、

ス
イ
カ
わ
り
や
、
花
火
を
し
て
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
こ
で
一
つ
僕
が
体
験
し
た

怖
い
話
を
話
し
ま
す
。
こ
れ
は

4
日
目
の
夜
、
春
馬
君
、
稜
真

君
、
玲
美
さ
ん
、
梨
乃
愛
さ
ん

達
が
ア
イ
ス
を
買
い
に
行
っ
た

時
で
し
た
。
僕
が
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
て
い
る
と
ド
ア
が
ガ
チ
ャ

と
鳴
り
春
馬
君
た
ち
か
な
と
思

い
ま
し
た
が
、
い
き
な
り
「
け

い
た
い
よ
し
」
と
い
う
声
が
聞

こ
え
て
き
て
、
ど
う
い
う
事
と

思
い
ま
し
た
が
僕
が
「
あ
な
た

誰
？
」
と
聞
く
と
「
さ
あ
、
誰

だ
ろ
う
ね
。」
と
言
わ
れ
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
物
が
荒
ら
さ
れ

た
り
、
な
く
な
っ
た
り
し
て
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
も

犯
人
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
皆
さ
ん
も
か
ぎ
の
戸
締
り
を
し

ま
し
ょ
う
。）

　

そ
し
て
、
沖
縄
の
一
番
の
魅
力
、

海
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
は
、
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ

シ
ュ
ビ
ー
チ
で
遊
び
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
み
ん
な
で
魚
や
、

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、
サ
ン
ゴ
礁
な

ど
を
見
ま
し
た
。
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
で
は
、
僕
は
酔
っ
て
途
中
リ

タ
イ
ア
し
ま
し
た
が
、
ゆ
っ
く

り
乗
っ
た
と
き
は
サ
ン
ゴ
礁
や
青

い
魚
を
い
っ
ぱ
い
見
ら
れ
た
の

で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
初
め
て
の
海
の
味
は
と
て

も
し
ょ
っ
ぱ
か
っ
た
で
す
。

　

次
の
オ
ー
シ
ャ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

水
上
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
し
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
サ
ン

ゴ
礁
ツ
ア
ー
で
、
マ
グ
ロ
の
養

食
場
や
船
を
見
ら
れ
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
美
ら
海
水
族
館
で
僕

は
、
家
族
と
の
旅
行
以
外
で
水

族
館
に
行
っ
た
こ
と
が
無
か
っ

た
の
で
、
友
達
と
水
族
館
を
楽

し
め
て
よ
か
っ
た
で
す
。
僕
は

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
を
初
め
て
見
た

の
で
、
と
て
も
迫
力
が
あ
り
、

カ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
と
て
も

か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
イ
ル
カ

シ
ョ
ー
で
は
、
色
々
な
技
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
見
ら
れ
て
大

迫
力
の
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。

　

僕
は
沖
縄
に
行
っ
て
親
に
し

て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
を
自
分

で
や
っ
て
み
て
、
と
て
も
難
し

か
っ
た
し
、
な
ん
と
な
く
だ
け

ど
自
立
で
き
た
か
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

次
は
修
学
旅
行
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

「
熱
い
沖
縄
の
旅
」

　
　
　
　
　
　

南
富
良
野
西
小
学
校

鹿
野　

慶
洋

　

北
海
道
か
ら
移
動
し
て
約
6

時
間
た
ち
ま
し
た
。
や
っ
と
沖

縄
に
着
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

移
動
し
た
け
れ
ど
、
飛
行
機
の

中
で
は
、
テ
レ
ビ
も
見
ら
れ
た

し
、
バ
ス
の
中
で
は
、
み
ん
な

で
話
し
た
り
し
た
か
ら
楽
し

か
っ
た
で
す
。
僕
の
沖
縄
で
の

思
い
出
は
四
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
マ
リ
ン
体
験
で
す
。

海
で
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、

サ
ン
ゴ
礁
に
住
ん
で
い
る
魚
を

観
察
し
た
こ
と
で
す
。
川
に
い

る
よ
う
な
魚
で
は
な
く
、
青
や

黄
色
な
ど
の
色
と
り
ど
り
な
魚

が
い
ま
し
た
。
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト

は
と
て
も
速
く
て
、風
が
強
か
っ

た
の
で
波
が
あ
り
、
ゆ
れ
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
美
ら
海
水
族
館

で
す
。
と
て
も
大
き
な
ジ
ン
ベ

イ
ザ
メ
や
体
が
光
っ
て
い
る
魚

な
ど
き
れ
い
な
魚
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
で

は
、
イ
ル
カ
が
箱
を
運
ん
だ
り

高
く
ジ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、も
う
一
つ
楽
し
か
っ

た
こ
と
は
お
土
産
を
買
っ
た
こ

と
で
す
。

　

自
分
用
の
大
き
な
チ
ン
ア
ナ

ゴ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
や
、
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
を
買
い
ま
し
た
。
事
前

に
調
べ
て
み
た
と
き
は
家
族
で

色
違
い
の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
買
う
つ
も
り

で
し
た
が
、
色
が
一
つ
な
か
っ

た
の
で
、
お
父
さ
ん
に
は
マ
ン

タ
、
お
母
さ
ん
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
、

姉
に
は
イ
ル
カ
を
買
い
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は

ま
ず
沖
縄
の
お
店
で
氷
が
乗
っ

て
い
る
ぜ
ん
ざ
い
を
買
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
野
良
猫
が
い

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
人
が
い
る

の
に
野
良
猫
も
い
て
、
驚
き
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
、
海
に
行
き

ま
し
た
。
海
で
は
水
鉄
砲
で
遊

ん
だ
り
泳
い
だ
り
し
ま
し
た
。

氷
が
乗
っ
て
い
る
ぜ
ん
ざ
い
は

冷
た
く
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

海
で
は
8
時
ま
で
遊
び
ま
し
た
。

北
海
道
で
は
も
う
夜
中
な
の
に
、

沖
縄
は
少
し
明
る
く
て
驚
き
ま

三線体験三線体験
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し
た
。
帰
っ
た
後
は
、
沖
縄
そ

ば
を
食
べ
、
花
火
も
し
ま
し
た
。

飼
っ
て
い
た
猫
は
毛
が
長
く
て

な
で
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

四
つ
目
は
、
国
際
通
り
で
す
。

国
際
通
り
で
は
お
父
さ
ん
に
黒
糖

の
お
菓
子
を
買
い
ま
し
た
。
帰
っ

た
あ
と
、
少
し
食
べ
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
初
め
て
黒
糖
を

食
べ
ま
し
た
。
普
通
の
砂
糖
よ

り
甘
く
て
コ
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

他
に
は
、
み
ん
な
で
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
ま
し
た
。
僕
は
、

マ
ン
ゴ
ー
味
を
選
び
ま
し
た
。

な
ぜ
マ
ン
ゴ
ー
味
に
し
た
か
と

い
う
と
、僕
は
い
つ
も
マ
ン
ゴ
ー

味
を
選
び
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
に

来
た
機
会
に
食
べ
て
み
よ
う
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
味
は
さ
っ

ぱ
り
と
し
て
い
て
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

　

僕
は
沖
縄
に
行
っ
て
一
番
に

驚
い
た
こ
と
は
、
暑
さ
と
湿
度

で
す
。
北
海
道
よ
り
湿
度
も
気

温
も
高
い
の
で
、
と
て
も
蒸
し

暑
か
っ
た
で
す
。
で
す
が
、
お

店
の
中
や
車
の
中
は
と
て
も
涼

し
く
、
温
度
の
差
が
と
て
も
は

げ
し
か
っ
た
で
す
。
僕
の
旅
の

抱
負
に
は
体
調
を
崩
さ
な
い
よ

う
に
し
た
い
と
書
い
た
の
で
、

し
っ
か
り
守
っ
て
楽
し
く
過
ご

せ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
い

つ
か
ま
た
沖
縄
に
行
く
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
そ
の
時
は
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
く
れ

た
人
た
ち
や
友
達
に
会
い
に
行

き
た
い
で
す
。

「
真
夏
の
沖
縄
へ
の
旅
」

　
　
　
　
　
　

南
富
良
野
西
小
学
校

髙
坂　

檜

　

僕
が
沖
縄
県
本
部
町
で
過
ご

し
た
五
日
間
は
、
こ
れ
ま
で
自

分
の
体
験
し
て
い
な
い
こ
と
を

体
験
で
き
た
時
間
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
特
に
心
に
残
っ

た
思
い
出
や
体
験
を
、
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
マ
リ
ン
ピ
ア
ザ

オ
キ
ナ
ワ
で
の
「
歓
迎
夕
食
会
」

で
す
。「
西
小
ソ
ー
ラ
ン
」
を
長

坂
先
生
と
西
小
6
年
生
の
4
人

で
上
手
に
踊
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
で
す
。
本
部
町
に
行
く
前

か
ら
何
回
も
、
何
回
も
練
習
し

て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
い

ざ
ス
テ
ー
ジ
に
の
ぼ
っ
て
み
る

と
人
が
多
く
て
緊
張
し
ま
し
た
。

最
初
の「
構
え
‼
」の
掛
け
声
や
、

「
ど
っ
こ
い
し
ょ
ォ
ォ
！
ど
っ
こ

い
し
ょ
！
」「
ソ
ー
ラ
ン
！
ソ
ー
ラ

ン
！
」　

な
ど
の
声
で
迫
力
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
よ
さ
こ
い

を
踊
り
終
え
た
後
、す
ぐ
に
ど
っ

と
拍
手
が
起
こ
り
、
そ
の
後
さ

ら
に
本
部
町
の
人
た
ち
が
指
笛

を
「
ピ
ュ
ー
イ
！
」
と
鳴
ら
し

て
く
れ
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、「
三
線
体
験
」
で

す
。
三
線
を
弾
く
の
は
初
め
て

だ
っ
た
け
れ
ど
、
上
手
に
弾
く

こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
三

線
の
音
符
が
ピ
ア
ノ
な
ど
の「
ド

レ
ミ
」
で
は
な
く
「
合
（
あ
い
）」

や
「
乙
（
お
つ
）」
な
ど
だ
っ
た

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

弾
い
て
み
て
三
線
は
「
弾
き

方
を
覚
え
れ
ば
簡
単
に
弾
く
こ

と
が
で
き
る
楽
器
」
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
人
差
し

指
の
お
さ
え
を
外
し
て
中
指
で

違
う
と
こ
ろ
を
お
さ
え
る
と

い
っ
た
、
指
の
入
れ
替
え
も
上

手
に
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。　
　
　
　

　

三
つ
目
は
、グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ

シ
ュ
ビ
ー
チ
で
の
マ
リ
ン
体
験

で
す
。バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
て
楽
し
か
っ
た
か
ら

で
す
。
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
に
乗
っ

て
す
ぐ
は
怖
か
っ
た
け
れ
ど
、

ス
ピ
ー
ド
に
慣
れ
て
く
る
と
楽

し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
部
町
は
と
て
も
暑
か
っ
た
の

で
す
が
、
曲
が
る
と
き
に
水
し

ぶ
き
が
た
く
さ
ん
か
か
り
、
冷

た
く
て
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
で

す
。

　

体
験
の
途
中
で
「
テ
ー
ブ
ル

サ
ン
ゴ
」
と
い
う
サ
ン
ゴ
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。平
べ
っ

た
い
サ
ン
ゴ
だ
っ
た
の
で
、
僕

が
知
っ
て
い
る
、
先
が
枝
分
か

れ
し
て
い
る
小
さ
な
木
の
よ
う

な
「
珊
瑚
」
と
は
違
っ
て
驚
き

ま
し
た
。
色
は
赤
茶
色
で
と
て

も
き
れ
い
で
し
た
。

　

四
つ
目
は
国
際
通
り
で
の
買

い
物
で
す
。
国
際
通
り
は
見
た

こ
と
が
な
い
く
ら
い
長
く
て
右

に
も
左
に
も
お
店
が
連
な
っ
て

い
て
驚
き
ま
し
た
。
僕
が
行
っ

た
店
に
は
、
沖
縄
限
定
味
の
ハ

イ
チ
ュ
ウ
や
シ
ー
ク
ワ
ー
サ
ー

味
の
お
菓
子
や
、
サ
ー
タ
ー
ア

ン
ダ
ー
ギ
ー
な
ど
、
北
海
道
で

は
見
か
け
な
い
た
く
さ
ん
の
商

品
が
売
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
は

そ
こ
で
、
紅
芋
タ
ル
ト
や
大
き

い
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
、
ド
ラ
ゴ

ン
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
買

い
ま
し
た
。
途
中
に
ア
イ
ス
を

た
く
さ
ん
売
っ
て
い
る
店
や
、

小
さ
い
も
の
か
ら
大
き
い
も
の

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
シ
ー

サ
ー
を
売
っ
て
い
る
店
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
赤
や
黒
、
金
色

と
い
っ
た
派
手
な
色
の
シ
ー

サ
ー
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
僕

の
知
っ
て
い
る
シ
ー
サ
ー
は
土

で
で
き
た
茶
色
の
イ
メ
ー
ジ
で
、

そ
ん
な
派
手
な
色
の
シ
ー
サ
ー

を
見
つ
け
て
、
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。

　

僕
は
、
沖
縄
県
本
部
町
と
の

5
日
間
の
交
流
の
中
で
、
沖
縄

県
と
北
海
道
の
食
事
の
違
い
や
、

美ら海水族館美ら海水族館
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家
の
作
り
の
違
い
、
海
の
違
い
な
ど

の
た
く
さ
ん
の
違
い
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
交
流

事
業
で
訪
れ
た
中
で
は
、
美
ら

海
水
族
館
の
あ
っ
た
海
洋
博
公

園
を
も
う
少
し
見
て
歩
い
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
事
業
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
て
、
貴
重
な
経

験
が
で
き
ま
し
た
。
南
富
良
野

町
・
本
部
町
の
教
育
委
員
会
の

皆
さ
ん
と
随
行
し
て
く
れ
た
皆

さ
ん
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

座
安
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
沖
縄
で
の
学
び
」

　
　
　
　
　
　

南
富
良
野
西
小
学
校

永
井　

大
地

　

こ
の
5
日
間
で
、
僕
は
た
く

さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
と
て
も
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
ま
し
た
。
約
5
年
ぶ

り
の
飛
行
機
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

離
陸
や
着
陸
の
瞬
間
に
、
い
ろ

い
ろ
な
感
覚
が
あ
っ
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。ま
る
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
み
た
い
で

し
た
。

　

夜
の
夕
食
会
で
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
人
た
ち
と
た
く
さ
ん

話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
よ

さ
こ
い
と
抱
負
発
表
を
上
手
に

で
き
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
。

　

二
日
目
は
、
た
く
さ
ん
楽
し

い
活
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
も
僕
は
、
マ
リ
ン
体
験

と
シ
ー
サ
ー
作
り
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　

マ
リ
ン
体
験
で
は
、
や
っ
と

海
に
入
れ
る
と
思
い
、
海
を
見

る
と
と
て
も
き
れ
い
で
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。実
際
に
海
に
入
っ

た
り
、
も
ぐ
っ
た
り
し
て
魚
も

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト

で
は
、
波
に
乗
っ
て
楽
し
く
活

動
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

シ
ー
サ
ー
作
り
で
は
、
粘
土

か
ら
自
分
で
形
を
作
り
、
焼
い

て
い
く
作
り
方
で
し
た
。
難
し

か
っ
た
と
こ
ろ
は
、
顔
の
パ
ー

ツ
の
位
置
を
決
め
る
所
で
す
。

焼
い
て
、
完
成
し
た
シ
ー
サ
ー

を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

三
日
目
は
、
美
ら
海
水
族
館

に
行
き
ま
し
た
。
水
族
館
の
中

で
は
、
た
く
さ
ん
の
魚
が
い
ま

し
た
。
特
に
、
見
て
感
動
し
た

の
は
、
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
で
す
。

他
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
や
、
マ
ン
タ

の
餌
や
り
シ
ー
ン
を
見
る
こ
と

で
き
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。

　

も
う
一
つ
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
ぜ
ん

ざ
い
や
、
沖
縄
そ
ば
を
食
べ
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
僕
は
、

沖
縄
そ
ば
が
一
番
お
い
し
か
っ

た
で
す
。

　

四
日
目
は
、
平
和
学
習
を
し

た
後
、
国
際
通
り
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ひ
め
ゆ
り
の
塔
で
学

ん
だ
こ
と
は
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒

隊
は
、
い
き
な
り
戦
争
が
始

ま
っ
て
傷
つ
い
た
兵
士
た
ち
の

看
護
活
動
を
さ
せ
ら
れ
て
、
助

か
ら
な
い
兵
士
た
ち
を
何
人
も

見
送
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
ひ

め
ゆ
り
学
徒
隊
の
自
決
で
亡
く

な
っ
た
人
は
、
53
人
だ
そ
う
で

す
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
に

捕
ま
っ
た
ら
必
ず
殺
さ
れ
る
と

教
育
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

僕
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

た
ら
、
と
て
も
つ
ら
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

国
際
通
り
で
買
っ
た
も
の
は
、

ソ
ー
キ
そ
ば
二
つ
と
サ
ー
タ
ー
ア

ン
ダ
ギ
ー
一
つ
だ
け
で
し
た
。
な

ん
と
三
つ
セ
ッ
ト
で
１
，
０
８
０

円
で
し
た
。
と
て
も
お
得
な
気
持

ち
で
し
た
。
沖
縄
限
定
ア
イ
ス

の
ブ
ー
ル
ー
シ
ー
ル
も
食
べ
ま

し
た
。
食
感
が
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

し
て
い
て
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
今
ま
で
に
な
い
食
感

で
不
思
議
で
し
た
。

　

最
後
の
五
日
目
で
は
、
ゆ
い

レ
ー
ル
に
乗
っ
て
那
覇
空
港
ま

で
行
き
ま
し
た
。

　

本
部
町
を
離
れ
る
の
は
、
と

て
も
悲
し
か
っ
た
け
ど
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
と
学
び
が
で
き

て
、
よ
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
沖
縄
に
行
き
た
い
で
す
。

もとぶ元気村（オーシャンランド）もとぶ元気村（オーシャンランド）

平和の礎見学平和の礎見学

到着式（西小学校）到着式（西小学校）到着式（南富良野小学校）到着式（南富良野小学校）
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地域活動レポート　令和６年　清掃活動地域活動レポート　令和６年　清掃活動
　自分たちの住むまちをきれいにしようと、各地区町内会をはじめ、学校、各団体の皆さんが「き
れいで住みよいまちづくり」への取り組みとして清掃活動を行いました。

　6 月 28 日、町内のラフティング業社で働く方の
任意団体「リバーガイドネットワーク」の皆さんが、
落合地区の環境美化活動を行いました。各班に分か
れて河川沿いのゴミを拾い集めました。

　　

幾
寅
タ
イ
ガ
ー
ス

 　　　　　　　　　　　　　　

８
年
ぶ
り
全
道
大
会
へ
！

　

　7 月 16 日、南富良野高等学校資格取得部が校外
活動として学校周辺のゴミ拾いを行いました。道路
沿い隅々までゴミが拾い集められました。

　

第
53
回
全
道
少
年
軟
式
野
球
大
会

富
良
野
支
部
予
選
が
富
良
野
市
で
行

わ
れ
、
6
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
富

良
野
支
部
の
代
表
の
座
を
か
け
て
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
の
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団「
幾
寅
タ
イ
ガ
ー

ス
」（
永
井
友
則 

監
督
・
団
員
25
人
）

が
見
事
優
勝
し
、
7
月
26
日
か
ら
札

幌
市
で
開
催
さ
れ
る
全
道
大
会
へ
8

年
ぶ
り
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
6
月
23
日
に
行
わ
れ
た
富
良
野
球

友
ラ
イ
ナ
ー
ズ
と
の
決
勝
戦
で
は
、

初
回
に
1
点
の
先
制
を
許
す
も
、
そ

の
裏
に
一
挙
11
得
点
を
挙
げ
る
活
躍

で
し
た
。
そ
の
後
も
相
手
打
線
を
抑

え
、
攻
撃
で
は
3
回
裏
に
2
点
の
追

加
点
を
挙
げ
、
13

－

1
で
勝
利
を
納

め
全
道
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま

し
た
。

　
4
月
に
行
わ
れ
た
チ
ー
ム
の
結
団

式
で
同
少
年
団
に
は
、
公
益
社
団
法

人
富
良
野
地
方
法
人
会
南
富
良
野
支

部
（
永
井
敏
広 

支
部
長
）
か
ら
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
道
具
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
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町
議
会
定
例
会

町
議
会
定
例
会

　　
  

行
政
報
告
・
教
育
行
政
報
告

行
政
報
告
・
教
育
行
政
報
告

　
　

令
和
6
年
6
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
2
回
定

　

例
会
に
お
い
て
、
髙
橋
町
長
が
7
件
の
行
政
報
告
と
鈴
木

　

教
育
長
が
5
件
の
教
育
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

　

内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
令
和
５
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

　
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

の
実
績
は
、
５
，
４
６
６
件
・

９
千
１
７
９
万
７
千
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
、
前
年
度
対
比
で

は
件
数
で
１
９
５
件
の
増
、
寄

附
額
で
１
千
６
７
０
万
３
千
円

の
増
と
な
り
、
寄
附
額
は
22
％

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。
人
気

の
返
礼
品
は
、
昨
年
度
に
続
き

エ
ゾ
シ
カ
肉
を
使
っ
た
ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
や
南
富
良
野
町
産
メ
ロ

ン
、
ニ
ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
、
バ

タ
じ
ゃ
が
な
ど
が
上
位
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

新
規
納
税
者
や
リ
ピ
ー
タ
ー

を
獲
得
す
る
た
め
、
引
き
続
き

デ
ジ
タ
ル
広
告
へ
の
掲
載
や
イ

ベ
ン
ト
出
店
な
ど
効
果
的
な
情

報
発
信
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

魅
力
あ
る
返
礼
品
の
創
出
と
し

て
南
富
良
野
高
等
学
校
生
徒
考

案
に
よ
る
新
た
な
返
礼
品
開
発

を
進
め
て
お
り
、
本
町
へ
の
ま

ち
づ
く
り
支
援
に
ご
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

■
Ｊ
Ｒ
根
室
線
富
良
野
新
得
間

　

の
運
行
終
了
に
伴
う
記
念
事

　

 

業
つ
い
て

　

３
月
23
日
に
Ｊ
Ｒ
幾
寅
駅
を

舞
台
と
し
て
平
成
11
年
に
公
開

さ
れ
た
映
画
「
鉄
道
員
（
ぽ
っ

ぽ
や
）」
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
同
じ

く
、
本
町
の
発
展
と
礎
を
築
い

て
き
た
Ｊ
Ｒ
根
室
線
富
良
野
新

得
間
が
廃
止
と
な
る
に
あ
た
り
、

映
画
撮
影
時
の
キ
ャ
メ
ラ
マ
ン

を
務
め
た
木
村
大
作
氏
の
講
演

会
と
映
画
上
映
会
を
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
町
内
外
よ
り
１
３
０

名
の
方
が
来
場
さ
れ
、
木
村
氏

よ
り
幾
寅
駅
を
ロ
ケ
地
と
決
め

た
経
緯
や
、
映
画
の
時
代
背
景

を
踏
ま
え
電
柱
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
か
ら
木
製
に
取
り
替
え
た

こ
と
な
ど
の
撮
影
秘
話
が
披
露

さ
れ
た
後
、
映
画
配
給
会
社
で

あ
る
東
映
株
式
会
社
の
協
力
を

得
て
上
映
会
を
行
い
、
来
場
さ

れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
、
廃

線
に
な
る
の
は
残
念
だ
が
、
来

て
よ
か
っ
た
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

運
行
最
終
日
で
あ
る
３
月
31

日
に
は
、
幾
寅
駅
舎
に
お
い
て

「
鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）・
鉄
道

遺
構
の
保
存
と
活
用
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
コ
ー
ヒ
ー
の
無
料
提
供
や
千

里
大
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
各

駅
の
歴
史
を
題
材
と
し
た
紙
芝

居
「
な
つ
か
し
の
鉄
路
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
鹿
越
駅
12
時
10
分

発
富
良
野
行
き
の
列
車
に
合
わ

せ
て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
主
催
に
よ
る

「
お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
開
催

さ
れ
、
南
富
良
野
中
学
校
及
び

南
富
良
野
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

の
生
徒
に
よ
る
映
画
「
鉄
道
員

（
ぽ
っ
ぽ
や
）」
の
テ
ー
マ
曲
が

演
奏
さ
れ
る
中
、
多
く
の
鉄
道

フ
ァ
ン
を
乗
せ
た
列
車
の
見
送

り
を
行
っ
た
ほ
か
、
東
鹿
越
駅

か
ら
の
最
終
列
車
の
運
行
に
合

わ
せ
て
町
内
全
て
の
駅
に
お
い

て
、
各
地
域
の
自
治
会
や
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
代
行
バ
ス
及
び
列
車

の
お
見
送
り
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

各
関
係
団
体
や
町
民
の
皆
さ
ま

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
根
室
線
富
良
野
新
得
間

　

廃
止
に
伴
う
バ
ス
運
行
の
開

　
始
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
根
室
線
富
良
野
新
得
間

廃
止
に
伴
い
４
月
１
日
よ
り
新

た
な
交
通
体
系
と
し
て
、
ふ
ら

の
バ
ス
西
達
布
線
の
幾
寅
駅
前

ま
で
の
延
伸
並
び
に
町
営
バ
ス

の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
町
を
経
由
す
る
旭
川
帯

広
間
の
都
市
間
バ
ス
に
つ
い
て

は
１
日
３
往
復
か
ら
５
往
復
に

増
便
さ
れ
た
ほ
か
、
新
た
に
落

町

長

の

行
政
報
告

お別れセレモニーお別れセレモニー

企
画
課
関
連

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
関
連
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合
地
区
に
停
留
所
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

運
行
開
始
後
４
月
末
ま
で
の

利
用
状
況
は
、
ふ
ら
の
バ
ス
西

達
布
線
で
は
幾
寅
地
区
か
ら
の

乗
車
人
数
が
３
３
７
人
で
１
日

当
た
り
11
・
2
人
、
幾
寅
地
区

で
の
降
車
人
数
が
３
３
４
人
で

１
日
当
た
り
11
・
1
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
町
営
バ
ス
で
は
、

森
林
公
園
ト
マ
ム
駅
間
が
76
人

で
１
日
当
た
り
２
・
５
人
、
金
山

富
良
野
間
が
76
人
で
１
日
当
た

り
２
・
５
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

都
市
間
バ
ス
で
は
落
合
・
幾
寅

地
区
か
ら
の
乗
車
人
数
が
95
人

で
１
日
当
た
り
３
・
２
人
、
幾
寅

・
落
合
地
区
で
の
降
車
人
数
が

92
人
で
１
日
当
た
り
３
・
１
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
移
動
手
段
と
し

て
地
域
に
根
差
し
た
持
続
可
能

な
公
共
交
通
と
な
る
よ
う
利
用

促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

■
道
の
駅
な
ん
ぷ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

　
ー
パ
ー
ク
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て

　

４
月
27
日
に
「
道
の
駅
」
の

東
エ
リ
ア
に
新
た
な
公
園
で
あ

る
「
な
ん
ぷ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
」
が
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
10
時
の
オ
ー

プ
ン
前
か
ら
多
く
の
来
場
者
が

あ
り
、
小
学
生
以
下
の
お
子
様

に
用
意
し
た
「
南
ふ
ら
の
チ
ッ

プ
ス
」
無
料
引
換
券
５
０
０
枚

は
２
時
間
ほ
ど
で
全
て
配
布
が

終
了
し
、
複
合
商
業
施
設
も
含

め
道
の
駅
全
体
で
大
き
な
賑
わ

い
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約

１
万
８
千
人
と
多
く
の
皆
様
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公

園
内
の
遊
具
施
設
は
11
月
中
旬

ま
で
利
用
出
来
る
見
込
み
で
あ

り
ま
す
。

■
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
か
ら
の
建
議
を

受
け
農
作
物
の
被
害
防
止
の
た

め
本
年
度
か
ら
電
気
牧
柵
設
置

及
び
捕
獲
用
わ
な
購
入
に
対
し

一
部
助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

５
月
末
現
在
電
気
牧
柵
設
置
は

12
件
、
捕
獲
用
わ
な
は
５
件
か

ら
要
望
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
目
撃
情
報
が
複
数
回
寄

せ
ら
れ
た
か
な
や
ま
湖
キ
ャ
ン

プ
場
周
辺
に
お
け
る
熊
対
策
に

つ
い
て
は
、
安
全
対
策
と
し
て

本
年
度
か
ら
３
カ
年
の
予
定
で

電
気
牧
柵
を
設
置
す
る
計
画
で

あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
周
辺

の
林
地
で
熊
３
頭
を
捕
獲
し
他

に
目
撃
情
報
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

計
画
の
前
倒
し
を
行
い
本
年
度

中
に
総
延
長
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
設
置
を
完
了
す
る
よ
う
取

り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

本
年
度
予
算
措
置
を
し
ま
し
た

赤
外
線
付
ド
ロ
ー
ン
は
納
品
が

完
了
し
ま
し
た
の
で
、
熊
の
発

見
や
監
視
、
追
払
い
な
ど
猟
友

会
と
連
携
し
被
害
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
国
、
道
の
工
事
関
係
に
つ
い
て

　

国
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
38

号
線
の
太
平
橋
架
け
替
え
工
事

は
、
昨
年
度
、
橋
台
・
橋
脚
の

下
部
工
事
が
終
了
し
、
今
年
度

か
ら
は
橋
上
部
の
製
作
・
架
設

な
ど
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
平
成

28
年
の
豪
雨
災
害
発
生
に
伴
い

河
川
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
河

川
断
面
が
広
く
な
り
、
橋
長
は

現
在
よ
り
25
メ
ー
ト
ル
長
い

１
４
２
メ
ー
ト
ル
に
、
幅
員
は

７
・
５
メ
ー
ト
ル
か
ら
９
・
５
メ

ー
ト
ル
に
拡
幅
さ
れ
全
体
の
工

事
完
了
は
令
和
７
年
度
の
予
定

と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
樹
海
峠
の
交
通
安
全
対
策

と
し
て
頂
上
部
約
４
５
０
メ
ー

ト
ル
区
間
を
滑
り
止
め
カ
ラ
ー

舗
装
に
す
る
ほ
か
、
音
と
振
動

に
よ
り
車
線
逸
脱
を
警
告
し
対

向
車
と
の
衝
突
を
防
止
す
る
た

め
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
の

車
道
中
心
線
を
波
状
に
す
る
ラ

ン
ブ
ル
ス
ト
リ
ッ
プ
ス
の
設
置

や
鹿
と
の
接
触
事
故
を
注
意
喚

起
す
る
た
め
路
面
標
示
を
行
う

旨
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

幾
寅
地
区
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
水
防
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
洪
水
時
な
ど
の
自
然

災
害
に
お
い
て
迅
速
な
応
急
活

動
、
復
旧
活
動
を
行
う
た
め
必

要
な
資
機
材
の
備
蓄
、
水
防
活

動
・
災
害
復
旧
作
業
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
ま
た
、
平
常
時
に

お
い
て
は
消
防
団
の
防
災
訓
練

や
地
域
住
民
の
交
流
活
動
の
場

と
し
て
札
幌
開
発
建
設
部
が
整

備
を
行
い
ま
す
。
建
物
の
概
要

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

一
部
３
階
建
て
、
延
床
面
積

７
６
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
１
階

に
は
事
務
所
の
ほ
か
水
防
倉
庫
、

4 月 1 日からバス運行開始4月 1日からバス運行開始

なんぷアドベンチャーパークなんぷアドベンチャーパーク

産
業
課
関
連

建
設
課
関
連
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展
示
ス
ペ
ー
ス
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
な
ど
、
２

階
に
は
災
害
対
策
室
、
研
修
室

な
ど
、
３
階
に
は
発
電
機
室
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
工
期
は
本
年

10
月
中
旬
か
ら
令
和
８
年
３
月

ま
で
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
本
町
の
「
道
の
駅
」
が

体
験
型
観
光
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
道
内
で
８
番
目
と
な
る
国

土
交
通
大
臣
選
定
の
重
点
「
道

の
駅
」
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
24
時
間
ト
イ
レ
の
新
築

及
び
駐
車
場
の
一
部
改
修
に
つ

い
て
は
旭
川
開
発
建
設
部
が
整

備
い
た
し
ま
す
。
ト
イ
レ
内
に

は
授
乳
室
並
び
に
オ
ム
ツ
替
え

室
、
道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
が
設

置
さ
れ
る
計
画
で
工
期
は
本
年

７
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
予

定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
駐
車
場

は
大
型
車
９
台
、
普
通
車
11
台
、

屋
根
付
き
身
体
障
害
者
用
駐
車

ス
ペ
ー
ス
１
台
を
整
備
す
る
計

画
で
あ
り
、
現
在
施
工
開
始
時

期
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

道
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
金

山
幾
寅
停
車
場
線
の
ヘ
ア
ピ
ン

カ
ー
ブ
解
消
の
た
め
の
線
形

改
良
と
し
て
、
改
良
対
象
の
約

２
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
を
６

つ
の
工
区
に
分
け
て
改
良
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
既
に
３
つ
の

工
区
が
完
了
し
、
今
年
度
は
引

き
続
き
幾
寅
側
の
工
区
で
橋
長

52
メ
ー
ト
ル
の
橋
梁
新
設
の
工

事
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
金
山
踏

切
前
の
村
田
橋
の
耐
震
補
強
工

事
が
昨
年
に
引
き
続
き
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
道
下
金
山
１
号
線
の
擁
壁

改
修
は
道
営
事
業
で
工
事
を
行

う
こ
と
と
な
り
、
工
事
箇
所
の

地
先
で
農
作
物
を
作
る
地
権
者

と
施
工
業
者
を
交
え
、
少
し
で

も
農
作
業
へ
の
影
響
を
与
え
な

い
工
事
の
日
程
調
整
等
を
今
後

協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
関
係
で
は
、
道
管
理
の

ユ
ク
ト
ラ
シ
ュ
ベ
ツ
川
極
楽
橋

か
ら
上
流
部
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
区
間
の
護
岸
拡
幅
に
向
け
た

橋
梁
の
設
計
及
び
地
質
調
査
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

■
町
有
地
の
貸
付
に
つ
い
て

　

道
東
自
動
車
道
４
車
線
化
に

伴
う
狩
勝
第
一
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
施
工
業
者
が
本
年
１
月
に
大

成
建
設
株
式
会
社
札
幌
支
店
に

決
定
し
、
町
と
し
て
は
地
元
消

費
の
拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
同
社
に
対
し
幾
寅
地
区
へ

の
宿
舎
等
の
建
設
要
望
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
、
同
社
か
ら
工

事
期
間
中
の
事
務
所
及
び
従
業

員
宿
舎
な
ど
の
設
営
に
係
る
用

地
と
し
て
町
有
地
賃
貸
の
申
請

を
受
け
ま
し
た
。
職
員
や
作
業

員
の
宿
舎
用
地
と
し
て
旧
勤
労

会
館
跡
地
と
旧
東
団
地
跡
地
を

事
務
所
用
地
と
し
て
旧
共
栄
セ

ン
タ
ー
跡
地
の
３
か
所
を
本
年

５
月
か
ら
工
事
期
間
中
の
概
ね

５
年
間
貸
付
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
最
大
80
名
程
度
の

関
係
者
が
利
用
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
町
・
商
工
会
・

建
設
業
協
会
の
３
者
に
よ
り
地

元
業
者
の
活
用
に
関
す
る
要

望
書
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
度
小
中
高
等
学
校

　

に
お
け
る
学
級
編
制
及
び
指

　

 

導
体
制
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
町
内
各
学
校
に
お

け
る
学
級
編
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
南
富
良
野
小
学
校
で
は
、

普
通
学
級
が
６
学
級
、
特
別
支

援
学
級
が
４
学
級
で
児
童
数
は

94
名
、
南
富
良
野
西
小
学
校
で

は
普
通
学
級
が
３
学
級
、
特
別

支
援
学
級
が
３
学
級
で
児
童
数

は
19
名
、
南
富
良
野
中
学
校
で

は
普
通
学
級
が
３
学
級
、
特
別

支
援
学
級
が
３
学
級
で
生
徒
数

は
38
名
、
南
富
良
野
高
等
学
校

で
は
各
学
年
１
学
級
で
生
徒
数

は
49
名
と
な
っ
て
お
り
、
児
童

生
徒
数
合
計
で
２
０
０
名
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
17
名
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

教
職
員
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
学
級
数
に
基
づ
く
定
数
配

置
よ
り
、
校
長
・
教
頭
・
一
般

教
職
員
を
含
め
南
富
良
野
小
学

校
で
は
17
名
、
南
富
良
野
西
小
学

校
で
は
11
名
、
南
富
良
野
中
学
校

で
は
17
名
、
南
富
良
野
高
等
学
校

で
は
14
名
が
配
置
さ
れ
、
合
計

59
名
に
よ
り
児
童
生
徒
の
指
導

に
あ
た
っ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て

学
習
支
援
員
を
配
置
し
、
支
援

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ
の

指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

■
学
校
活
動
等
に
つ
い
て

　

町
内
小
中
高
等
学
校
に
お
け

る
学
校
の
活
動
状
況
等
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
４
月
８
日
、

町
内
の
小
中
学
校
３
校
と
南
富
良

野
高
等
学
校
の
４
校
に
お
い
て
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
に
移
行
後
初
の

入
学
式
と
い
う
こ
と
で
、
制
限

教
育
長
の

教
育
行
政
報
告
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の
な
い
中
で
コ
ロ
ナ
禍
前
の
い

わ
ゆ
る
普
通
の
入
学
式
が
行
わ

れ
、
新
１
年
生
は
新
し
い
生
活

に
胸
を
躍
ら
せ
、
元
気
い
っ
ぱ

い
の
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
が
小
学
校
６
年
生
及
び

中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
、
４

月
18
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
国
語
・
算
数
・
数
学

の
ほ
か
に
、
中
学
校
で
は
英
語

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
国
の
調
査
結
果
や
各

学
校
の
採
点
結
果
を
踏
ま
え
、
そ

の
結
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
学
力

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
運
動
会
・
体
育

祭
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度

同
様
、
種
目
を
減
ら
す
な
ど
時

間
短
縮
を
図
り
南
富
良
野
中
学

校
で
は
５
月
25
日
に
、
南
富
良

野
小
学
校
で
は
６
月
１
日
に
、

南
富
良
野
西
小
学
校
で
は
６
月

９
日
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
南
富
良
野
高
等
学
校

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
令
和
６
年
度
南
富
良

野
高
等
学
校
の
入
学
者
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
元
南
富
良
野
中

学
校
か
ら
７
名
、
富
良
野
沿
線

か
ら
４
名
、
札
幌
市
や
旭
川
市

な
ど
か
ら
９
名
の
計
20
名
の
新

１
年
生
を
迎
え
４
月
８
日
に
入

学
式
を
行
い
、
２
年
生
13
名
、

３
年
生
16
名
の
計
49
名
と
な
り

昨
年
度
か
ら
17
名
と
大
幅
に
増

加
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
校
の
魅
力
を

高
め
る
活
動
や
生
徒
募
集
Ｐ
Ｒ

の
た
め
の
中
学
校
訪
問
な
ど
の

成
果
が
表
わ
れ
、
地
元
や
富
良

野
沿
線
の
生
徒
の
ほ
か
遠
方
か

ら
も
多
く
の
生
徒
が
入
学
し
、

９
名
の
生
徒
が
下
宿
等
か
ら
通

学
し
勉
強
や
部
活
動
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
以
降
に
向
け

た
遠
方
か
ら
の
入
学
者
に
対
す

る
居
住
環
境
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
募
集
活

動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
北
海
道
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
選

　
手
権
大
会
に
つ
い
て

　

６
月
７
日
か
な
や
ま
湖
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
令
和
６

年
度
第
19
回
北
海
道
高
等
学
校
カ

ヌ
ー
選
手
権
大
会
に
、
南
富
良
野

高
等
学
校
男
子
12
名
、
女
子
８
名

が
出
場
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
は
町
職
員
指
導
者
を
新

た
に
配
置
し
、
指
導
体
制
も
強

化
さ
れ
、
入
部
間
も
な
い
10
名
も

出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
が

発
揮
さ
れ
、
カ
ヤ
ッ
ク
５
０
０
メ

ー
ト
ル
男
子
の
部
、
女
子
の
部
、

一
人
乗
り
及
び
男
子
・
女
子
の

部
の
二
人
乗
り
、
四
人
乗
り
の

部
で
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
男

子
５
名
、
女
子
６
名
が
８
月
５

日
か
ら
大
分
県
豊
後
高
田
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
、
全
国

高
等
学
校
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
持
て
る
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
、
全
国
で
の
入
賞

を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

■
千
里
大
学
に
つ
い
て

　

千
里
大
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、

60
歳
以
上
の
町
民
を
対
象
に
生
涯

学
習
社
会
・
長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ

し
い
学
習
機
会
を
提
供
し
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参

加
へ
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
平

成
２
年
に
開
設
し
、
今
年
で
34

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
４
月
11
日
に
は
始
業
式

を
開
催
し
、
本
年
度
の
在
籍
者

数
は
32
名
と
な
り
ま
し
た
。
学

生
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
あ

る
授
業
づ
く
り
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
沖
縄
県
本
部
町
親
善
交
流
事

　
業
に
つ
い
て

　

本
町
と
盟
約
調
印
を
し
て
お

り
ま
す
沖
縄
県
本
部
町
と
の
児

童
の
交
流
事
業
で
あ
り
ま
す　
　

「
第
32
回
南
の
国
の
真
夏
に
挑
む

体
験
の
旅
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
学
６
年
生
18
名
と
団
長
及
び

随
行
合
わ
せ
て
６
名
の
総
勢
24

名
で
、
６
月
24
日
か
ら
28
日
の

４
泊
５
日
の
日
程
で
の
派
遣
を

予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な

っ
て
い
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
再

開
す
る
こ
と
と
な
り
、
次
代
を

担
う
児
童
が
相
互
の
町
を
訪
問

し
、
様
々
な
体
験
や
交
流
を
通

し
て
絆
を
深
め
合
い
、
見
聞
を

広
げ
て
豊
か
な
心
を
養
う
意
義

あ
る
も
の
と
し
て
事
業
実
施
に

向
け
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

南富良野高等学校カヌー部全国大会へ南富良野高等学校カヌー部全国大会へ

沖縄県本部町親善交流事業　結団式沖縄県本部町親善交流事業　結団式
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このコーナーでは、地域や学校で行われるイベント行
事などを紹介します。皆さんの身近で行われている楽
しい催しなどありましたら、企画課広報統計係（☎︎ 52-
2115）（FAX 52-2922）までお知らせください。

カメラレポートカメラレポート
CAMERA REPORTCAMERA REPORT

エジンバラ公の森公園を整備
（6 月 16 日）

　かなやま湖湖畔にある「エジンバラ公の森公園」の草
刈りなどの環境整備が、新山川草木を育てる集い南富良
野協力会（秋元忠 代表世話人）により行われました。
　会員それぞれが持ち寄った刈払機を使い整備を行いま
した。公園には、オニグルミやアカエゾマツが植えられ
ており、小学生の環境学習の場としても活用されています。

エジンバラ公の森公園で環境学習
（6 月 26 日）

　南富良野小学校（引地宙志 校長）3 年生は、上川総
合振興局や森林組合、町産業課職員を指導員として、「エ
ジンバラ公の森公園」で森林学習を行いました。
　子どもたちが森林や自然環境に触れ合う機会や人々が
どのように自然を利用しているのかを考えるきっかけづ
くりとして毎年行われています。児童は、樹木や昆虫の
名前等を指導員に尋ね、説明を真剣に聞いていました。

富良野地域「無事故の日」旗の波リレー作戦
（6 月 25 日）

　本格的な観光シーズンを迎えるにあたり、6 月 25 日
の「無事故の日」に合わせて、無事故を呼びかける旗の
波リレー作戦が行われました。
　参加した交通指導員協議会や交通安全協会、幾寅婦人
会、幾寅寿クラブ、駐在所の皆さんは、町民体育館前の
国道沿いで旗を振り、交通安全を呼び掛けました。

高校生がバス停留所を塗装
（6 月 20 日）

　南富良野高等学校（永谷哲治 校長）2 学年の生徒は、
授業の一環として、「地域のために自分たちでできるこ
と」を目的に役場前のバス停留所の塗装を行いました。　
　5 月 14 日から 6 月 20 日までの全 4 回にわたり、塗
料や塗装する際の足場などは、小松建設工業株式会社

（小泉勝憲 代表取締役） の協力により実施されました。
　お近くに寄った際は、高校生が塗装したバス停留所
をぜひご覧ください。
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しめ縄を神社に奉納
（7 月 11 日）

　落合連合町内会では、落合神社にしめ縄を奉納するた
め連合会の皆さんが、落合多目的センターに集まり、し
め縄作りを行いました。
　しめ縄は、スゲ草を小さい束に分け、その束をさらに
ねじり合わせ約 2 時間をかけ完成させ、14 日の神社祭
までに奉納されました。
　落合地区では、地域の皆さんが集まり、古く続く風習
を守り引き継いでいます。

戦没者の冥福を祈る
（7 月 7 日）

　先の大戦から 79 年目を迎え、戦没者 103 柱の霊を慰
めるため、町遺族会主催の「戦没者追悼式」が来賓や遺
族の皆さんが参列するなか、忠魂碑前で厳かに行われま
した。
　午前 11 時、参列者全員で黙とうをささげた後、一人
ずつ白菊を供え、尊い犠牲者のご冥福をお祈りしました。

南富良野大乗会スポレク交流会
（7 月 6 日）

　第 41 回南富良野大乗会スポ・レク交流会が、行われ
ました。当日は、あいにくの雨天のため、からまつ園ホー
ルでの実施となりました。
　先に南富良野大乗会の新規職員 3 名と昨年 7 月に入っ
たインドネシア出身の特定技能実習生 6 名の紹介後、利
用者約 30 名による「よさこい演舞」が 2 曲披露されま
した。多くの家族が観覧され、大きな盛り上がりを見せ
ていました。

町商工会女性部「ビールパーティー」
（7 月 4 日）

　町商工会女性部（北谷みどり 部長）主催のビールパー
ティーが、情報プラザイベントホールで開催されました。
　親子連れの方や仕事終わりの方など多くの方が参加し
ました。コロナ禍が明けて、多くの町民が集い、メイン
イベントの抽選会が行われ大盛況となりました。
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「湖水音頭」の伝統を受け継ぐ
（7 月 12 日）

　南富良野高等学校（永谷哲治 校長）では、幾寅婦人
会（後藤治子 会長）の方と地域の伝統を次世代に受け継
ぐことを目的として「湖水音頭」の練習会を行いました。
　「湖水音頭」は、昭和 42 年 4 月 1 日に南富良野町が
町制を開始した際に作製された歌であり、金山ダムの完
成を祝うために作られました。地元の婦人会の方々は、
長年にわたり踊り継がれてきた「湖水音頭」を高校生た
ちに丁寧に教えました。後藤会長は、「災害を乗り越え、
地域の絆を深める、この音頭を次世代に伝えることは非
常に意義深いことです。これからも、地域全体で協力し、
この伝統を守り続けていきたい。」と話されました。

「友好の町」沖縄本部町パインアップルフェア
（7 月 13 ～ 15 日）

　「友好の町」沖縄県本部町パインアップルフェアが南
富良野物産センター内で行われました。販売されたパイ
ンアップルは、「ゴールドバレル」という品種で、国内
生産量 1 パーセントの貴重な高級パインです。
　産地直送のパインアップルは、3 日間の限定 100 個で
販売され、町内の方や道の駅を訪れた観光客の方々が購
入され、完売となりました。

町立保育所「放水体験」
（7 月 17 ～ 18 日）

　金山保育所（17 日）・幾寅保育所（18 日）の子ども
たちが、「放水体験」を行いました。
　町立保育所では、毎月行っている避難訓練後に子ども
用の消防服を着て、放水体験を実施しました。水の勢い
に驚きながらも消防士の方と楽しく放水体験をしまし
た。

ベリー摘み体験
（7 月 12 日）

　南富良野西小学校（西田朋代 校長）の児童は、金山
地区の小果樹農園を訪れ、ベリー摘み体験を行いました。
　小果樹農園では、ジュンベリーやハスカップが実りの
時期を迎え、児童たちは果実をカゴいっぱいに摘み、食
べたりして、味や種類の違いを実際に感じていました。
　摘み取った果実は、それぞれの児童が持ち帰り「家で
ジャムにする。」「家族のみんなで食べたい。」など感想
を述べていました。
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地域おこし協力隊活動記地域おこし協力隊活動記⑥⑥
　本町では、6 名の「地域おこし協力隊」が町の振興や発展のため活動しています。その活動内容
や様子を町民の皆さんに紹介します。
  

　中
な か や

谷　仁
よしひこ

彦隊員（情報発信強化員）
　2023 年 10 月に南富良野町に地域おこし協力隊として移住してきた
中谷仁彦です。新年を、初めて南富良野町で迎え、幾寅神社での初詣が
特に印象的でした。月明かりに照らされた神社の境内は神秘的な雰囲気
に包まれ、新しい一年への期待と決意を新たにしました。
　2 月には、各地域を巡回して「SNS サポート」を行いました。町公式
アカウントの LINE や Instagram の登録を促進する活動を通じて、町民
の方々と直接交流する機会に恵まれました。皆さんの温かい歓迎と協
力的な姿勢に触れ、この町への愛着をさらに深めることができました。
SNS を通じた情報発信の重要性を再認識するとともに、地域コミュニ
ティの結束力の強さを実感した貴重な経験となりました。
　4 月からは、デジタル庁の取り組みによりデジタル推進委員に任命さ
れました。この役割を通じて、南富良野町のデジタル化をさらに推進し

ていく決意を新たに、行政サービスのオンライン化や町民の皆さんのデジタルリテラシー（※ 1）向上な
ど、様々な課題に取り組んでいく予定です。デジタル技術を活用して、町の魅力を広く発信し、地域の
活性化に貢献していきたいと考えています。
　南富良野町に来て、早いもので 9 ヶ月が過ぎました。この間、
たくさんの方々に支えられ、豊かな自然に囲まれて過ごせたこと
に、心から感謝しています。
　これからも地域おこし協力隊として、みなさんと一緒に南富良
野町を盛り上げていきたいと思います。「こんなことができたら
いいな」など、どんな小さなアイデアでも大歓迎です。一緒に、
この素敵な町をもっと素敵にしていきましょう！
　いつも温かく見守っていただき、本当にありがとうございます。
これからもどうぞよろしくお願いします。
※ 1 デジタル技術に関して十分な理解をもち、それを適切に活用
　　することができる技術のこと

アスパラを収穫しましたアスパラを収穫しました

デジタル推進委員に任命されましたデジタル推進委員に任命されました

森　敏範氏が監査委員に再任

　　　　 　6 月 28 日をもって、代表監査委員として 4 年間の任期が満了
となった森敏範氏が再任されました。
　森氏は、6 月 19 日から開催されました町議会定例会において、
同委員の任命の同意が得られ、6 月 29 日付で辞令が交付されま
した。
　任命期間は、令和 6 年 6 月 29 日から令和 10 年 6 月 28 日ま
での 4 年間です。
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学校教育係・生涯学習係
☎52-2145

健康づくりのための運動・ストレッチを紹介します健康づくりのための運動・ストレッチを紹介します

教 委 員 会 通 信育

　皆さんは普段、健康について気にしているでしょうか？
　これから定期的に、健康増進のための運動やストレッチを紹介していきますので、ぜひご覧ください。

第 1 回目は、「肩・背中・姿勢にかかわる筋肉のストレッチ」です。

　1つ目は「猫と犬のポーズ（Cat ＆ Dog）」です。左が猫のポーズで、右が犬のポーズです。
背中やおなかの伸びを感じながら 10 回以上繰り返しましょう。
ポイントは、猫のポーズ時におなかを覗くように背中を丸めることと、犬のポーズ時に前を
見て背中を反らすことです。凝り固まった背中の筋肉をしっかりと伸ばしましょう！！
　運動前の準備運動としてもおすすめです！

＜　猫のポーズ　＞＜　猫のポーズ　＞ ＜　犬のポーズ　＞＜　犬のポーズ　＞

繰返し 10 回繰返し 10 回

　2つ目は「壁バンザイ」です。
壁に背中をつけ、バンザイした状態から肘を 90 度まで曲げます。
肩甲骨の動きを感じながら 10 回以上繰り返しましょう。
ポイントは、手、肘、肩、お尻の４点が壁から離れないようにすることです。肩甲骨周りが
ほぐれ、肩の凝りや姿勢の改善につながります。
　背中の大きな筋肉を動かすことで、代謝の向上が期待できます。また、姿勢を改善するこ
とによって、腰痛や肩の凝りなどが改善されます。できることから少しずつ、健康的な身体
を目指しましょう！！

繰返し 10 回繰返し 10 回

　これらのストレッチの動画は、町ＨＰの生涯学習係のサイトに掲載しております。
　是非ご覧ください。
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６
月
21
日
、
学
校
設
定
科
目
「
ア
ウ
ト

ド
ア
Ⅰ
」
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発

表
（
1
学
年
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

発
表
に
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
も

来
校
い
た
だ
き
、
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
地
域
の
魅
力
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
、

1
年
生
20
人
が
5
班
に
分
か
れ
て
発
表
し

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
毎
に
テ
ー
マ
を
設
定

し
、「
自
然
」、「
食
べ
物
」、「
生
物
」、「
イ

ベ
ン
ト
」、「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
題
材
に
調
べ

た
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

を
使
っ
て
披
露
し
ま
し
た
。

　

自
然
と
生
物
の
班
は
、
調
べ
た
こ
と
を

発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、
ク
イ
ズ
形
式
で

聴
衆
に
問
い
か
け
る
工
夫
を
し
、
関
心
を

惹
い
て
い
ま
し
た
。
食
べ
物
の
班
は
、
地

元
の
特
産
品
や
穴
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を

写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
紹
介
し
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
班
は
、
カ
ヌ
ー
・
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
や
カ
ー
リ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
な
ど
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

南
富
良
野
町
に
お
け
る
各
ス
ポ
ー
ツ
の
歴

史
に
も
触
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
班
は
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
歴
史

や
、
お
祭
り
の
意
義
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
提
案

を
行
い
、
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
の
目
的
は
「
南
富
良
野
町
の

特
色
を
調
査
し
、
分
か
り
や
す
く
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
」、「
地
域
の
方

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
地
域

活
性
化
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」
で
す
。

生
徒
の
発
表
を
聴
い
て
い
る
と
、
こ
の

二
つ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
町
内
の
様
々
な
施
設
を

訪
れ
、
多
く
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

邁
進
す
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て

　

4
月
8
日
の
入
学
式
で
14
名
の
新
入

生
を
迎
え
、
今
年
度
は
全
校
生
徒
38
名

と
な
り
ま
し
た
。
年
度
の
重
点
目
標
は

昨
年
に
続
き
「
目
的
意
識
を
も
ち
、
未

来
に
向
か
っ
て
主
体
的
に
邁
進
す
る
生

徒
の
育
成
」
と
し
、
教
育
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
落
ち
着
い

た
学
校
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
1
年
生

も
徐
々
に
中
学
校
で
の
生
活
に
慣
れ
、

全
校
生
徒
で
取
り
組
む
最
初
の
行
事
で

あ
る
体
育
祭
も
、
寒
さ
に
負
け
る
こ
と

な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

3
年
生
は
4
月
24
日
か
ら
3
泊
4
日

の
修
学
旅
行
を
終
え
、
6
月
に
は
3
年

間
の
部
活
動
の
集
大
成
と
も
い
え
る
中

体
連
大
会
や
旭
川
で
の
吹
奏
楽
祭
に
参

加
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ
ま
で

の
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し

て
く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
後

は
来
春
の
進
路
目
標
に
向
け
て
、
実
力

ア
ッ
プ
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
2
年
生
は
7
月
1
･
2

日
の
宿
泊
学
習
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

し
、
た
く
ま
し
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え

ま
す
。
1
年
生
も
こ
う
い
っ
た
上
級
生

の
姿
を
見
習
い
、
き
っ
と
南
富
良
野
中

の
よ
き
D
N
A
を
受
け
継
い
で
く
れ

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
や
部
活
動
、
生
徒
会
活
動
等
、

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
し
、
よ
り
よ

い
自
分
を
目
指
し
て
「
邁
進
」
で
き
る

よ
う
、
教
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
11
月
30
日
の
地
域
参
観

日
で
は
、
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
ご
覧

頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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南富良野高等学校

▶▶▶南富良野中学校▶▶▶
   シリーズ 学校だより

各学校の取り組みを紹介します。
226
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	しょうぼう広報ほのお
富良野消防署南富良野支署

☎ 52-2119　FAX	52-2979

fs-nanpu@vesta.ocn.ne.jp

災害案内　☎ 52-3119

南富良野支署出動件数（令和６年１月１日～令和６年６月３０日 )
○救急出動　６６件（うちドクターヘリ要請件数	８件）
○火災出動　　１件（うち他市町村応援出動　１件）
○救助出動　　１件

南富良野町民の皆様へ南富良野町民の皆様へ
救命講習を受講しませんか？

救命講習とは？

　救命講習とは、消防によって行われている応急処
置技能講習のことで、総務省消防庁による「応急手
当の普及啓発活動の推進に関する実施要綱」に基づ
き、各地の消防局及び消防本部が指導する公的資格
の一つです。救命・悪化防止・苦痛軽減を目的とし
た応急処置の実技指導が行われます。
　講習は「普通救命講習Ⅰ～Ⅲ」の 3 コースと「上
級救命講習」「救命入門コース」「一般救急講習」の
計 6 コースから選ぶことができ、受講した講習に応
じて参加証または救命講習修了証が交付されます。
※一般救急講習を除く
　また、救命講習は個人での受講も可能となっており、昨年令和 5 年の南富良野町では 227 名が救
命講習を受講しています。

各コースの講習内容

・普通救命講習Ⅰ（180 分） 主に成人を対象とした心肺蘇生法等
・普通救命講習Ⅱ（240 分） 心肺蘇生法等及び筆記並びに実技試験
・普通救命講習Ⅲ（180 分） 主に小児及び乳児を対象とした心肺蘇生法等
・上級救命講習  　（480 分） 心肺蘇生法等、傷病者管理法、外傷手当法搬送法及び筆記並びに実技試験
・救急入門コース（  90 分） 心肺蘇生法及び AED 使用法
・一般救急講習 心肺蘇生法、AED 使用法、副子木固定法、止血法、異物除去法ほか応 
  急処置関連で知りたい処置の方法を一般救急講習では受講可能です。

　救急講習の受講の申請書類は、富良野広域連合消防本部ホームページの「届出・申請」からダウンロ
ードをすることができます。
　不明な点がございましたら、上記の問い合わせ先までお問い合わせください。

富良野広域連合消防本部
ホームページ
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　夏休みやお盆を迎え、お出かけする機会が増えますね。
　初めてのプール、初めてのキャンプなど、夏のいろんな “ 初めて “ を体験して家族の思い
出をたくさん作りましょう。

3ヶ月から 10 ヶ月のかわいい赤ちゃんが集まり、
お母さんとふれあう素敵な時間になりました。

　6月 22 日に運動会がありました。とても暑い
中、最後まで一生懸命元気いっぱいに頑張って
いました☆
　子どもたちの成長した姿が多く見られたと思
います。たくさんの方々が応援に駆けつけてく
れ、子どもたちもとても楽しそうでした！！

　6月の金山保育所では、ひまわり組のお友達は自然
体験学習がありました。かなやま湖で、カヌー体験と
魚釣りを楽しみました。初めは、広大な湖に圧倒され
る子どもたちでしたが、次第に自らの手で魚に触れた
り、「なんだか湖の味がするね」と捕まえた魚を食べ
るまでへっちゃらになった、子どもたちでした。

金山保育所のお姉さんたちと交流。ゲームで盛
りあがりました！

☆ベビーマッサージ教室☆ベビーマッサージ教室

夏の一大行事、どんころ遠足。小川でパシャパシャ
水遊び、気持ちよかったね！

メイクの基本を教えてもらい、お母さんたちは、
興味津々でした。

☆どんころ夏遠足☆どんころ夏遠足 ☆メイクアップ教室☆メイクアップ教室

☆出張金山支援センター☆出張金山支援センター

保 育 所 の 元 気 な 子 ど も た ち

幾寅保育所 金山保育所

子育て支援センター「ぷっこ」だより子育て支援センター「ぷっこ」だより ☎ 52-2315
～☆★明るく元気な子に育ちますように☆★～　　　　　									子育て支援センター　☎ 090-5985-4339
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南富良野町公式アカウントの登録をお願いします南富良野町公式アカウントの登録をお願いします
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　南富良野町公式アカウントの登録をお願いします。Instagram、Facebook、Ｘ（旧 Twitter）、LINE を活用して、
南富良野町の魅力や最新情報をお届けしています。町内の皆様には LINE を通じて生活に役立つ情報を発信して
います。Instagram、Facebook、Ｘでは、町外の方々に向けた南富良野町の素敵な情報を共有しています。ぜひ
ご登録ください。
　また、SNS の使い方やスマートフォンに関するお困りごとについてのご相談も承っています。何かご不明点
があれば、お気軽にお問い合わせください。

LINE
Instagram facebook X

※町ホームページにも (https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/)QRコードを載せていますので、ご覧ください。
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寄　　贈寄　　贈

　6 月 26 日、旭川市出身の新ロマン派美術協会　6 月 26 日、旭川市出身の新ロマン派美術協会
員の員の舘舘

た て こ う じ や す の りた て こ う じ や す の り

小路裕範小路裕範氏から、「旧幾寅駅舎」と「キハ氏から、「旧幾寅駅舎」と「キハ
40 と芦別岳」を描いた水彩画の寄贈をいただき40 と芦別岳」を描いた水彩画の寄贈をいただき
ました。舘小路氏は、定年退職を迎えたあと、今ました。舘小路氏は、定年退職を迎えたあと、今
まで勤務していた地方や旅先の写真を題材に風景まで勤務していた地方や旅先の写真を題材に風景
画を描き始め、絵画展にも応募し数々の受賞歴が画を描き始め、絵画展にも応募し数々の受賞歴が
あります。現在、水彩画は役場に飾ってありますあります。現在、水彩画は役場に飾ってあります
ので、ぜひご覧ください。ので、ぜひご覧ください。
　この度の水彩画の寄贈に対しまして、心より厚　この度の水彩画の寄贈に対しまして、心より厚
く感謝申し上げます。く感謝申し上げます。 ▲髙橋町長と舘小路裕範氏▲髙橋町長と舘小路裕範氏
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